
　ムラタでは、実力主義と人間尊重を基本方針とした人事制度を構築しています。これらは、社是でうたわれている「独自性
の追求と協力者の共栄」がベースとなっているものです。創業以来の「人真似でないユニークなモノづくり」を追求する信
念が、商品開発だけではなく、人事制度においても「実力主義」を生み育んでいます。また、協力者の共栄を図り、感謝の念
を常に持つべきという考え方からは、人を尊重し、人の気持ちを大事にするという人事管理思想が受け継がれてきています。 
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ステークホルダーとのかかわり 

　ムラタにおける労働災害頻度は、日本国内の災害統計と比べ

ても低い災害発生度数率を達成しています。 

　ムラタの生産ラインには危険有害作業が比較的少ないため､

休業を伴う重大な労働災害の発生は非常に少なくなっています。

しかし、設備機械などの修理･調整･移動などの非定常作業環

境時には､指先を挟まれたり巻き込まれたりして負傷する災害が

発生しています｡ 

　発生した災害については、各事業所・子会社の安全衛生委員

会を通じて共有し､同種類似災害の発生を未然に防止できるよ

うに、作業の標準化、教育訓練の実施、特別な作業観察技法を

用いた管理監督者の職場巡回と作業指導などを行い、グルー

プ全体として労働災害防止に取り組んでいます。 

労働災害の発生頻度の推移 

　1999年の労働省（現：厚生労働省）の労働安全衛生マネジメ

ントシステムの指針を受け、ムラタでもこのシステムの構築・導

入準備を進めています。労働安全衛生マネジメントシステムとは、

災害の潜在的危険源を減少させ、安全衛生管理の水準を計画

的に維持向上させるために「計画→実施→評価→改善」という

一連のプロセスを継続的に推進する仕組みです。 

　ムラタでは、このシステムの根幹ともいうべきリスクアセスメン

トを順次導入しています。新規化学物質の導入時のリスクアセ

スメントとして、化学物質審査登録制度により法的規制の確認

と事業所受け入れ時の設備対応などの確認を実施しています。 

　また、生産設備の設計・製作時のリスクアセスメントを、モデル

部門で試行を完了し2004年4月から全事業所への展開を図って

います。なお、生産現場においても設備導入時に安全衛生審査

をあわせて実施しています。 

リスク低減の取り組み 

　従業員の健康管理の重要性はますます高まっています。ムラ

タでも健康づくりの基本理念を制定し、これをもとに独自の健康

保持増進活動に取り組み、従業員の心身の健康づくりを支援し

ています。 

　定期健診では、あわせて運動機能測定を実施してこれらの結

果に基づき保健指導、運動指導及び栄養指導を行っています。 

また、健康保険組合と協同でウォーキングを中心とした運動推進

行事、よりよい生活習慣づくりのため個人で目標を設定して取り

組む健康増進活動などを実施しています。 

　この他に、グループ内の主要事業所には、現在、産業医のほ

かにメンタル専門医師が定期来社する体制をとり、カウンセリン

グやメンタルヘルス講習会を開催するなど、心とからだの健康づ

くりに必要な情報や機会の提供を行っています。 

従業員の健康管理 

　ムラタでは、従業員一人ひとりが安全で健康的に働ける職場環境づくりを目指して、労働安全衛生を推進しています。 

従業員：労働安全衛生 

※度数率とは、100万のべ労働時間当たりの労働災害件数を災害頻度として表したもの。 
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休業災害発生状況の推移（国内） （件/100万時間） 

グローバルな競争に勝ち抜き、付加価値の高い独自の製品を生み出し
ていくためには、従業員一人ひとりが環境変化に対応し、能力が発揮
できる企業風土であることが必要です。 
ムラタでは、極力、年功要素を排し、本人の実力に見合う処遇を受け取
ることができる賃金制度としています。また、その基礎となる評価制度
や昇格制度においても、会社の求める人材像を明確に打ち出し、それ
をベースに運営しています。 

公正で納得性の高い評価制度 
適正な処遇を行っていくためには、公正で納得性のある評価であること
が求められます。これに対応するため、単に個々に設定された業務テー
マを達成できたかどうかだけではなく、テーマ達成に至るまでのプロセス
をも十分考慮し正しく成果を見るとともに、本人の能力・業績上の長所
と改善必要点を含めた結果のフィードバックを制度化するなど、制度の
公正な運用に努めています。 
また、評価制度においては、未経験の分野や課題に粘り強く取り組み、
立ち向かう姿勢に対するチャレンジ精神のウェイトを高くし、創造的な
仕事に取り組んでもらうよう努めています。 

人間尊重 

個人の成長を促す人事制度 
ムラタは、従業員一人ひとりを尊重し、それぞれが十分に能力が発揮で
きる会社を目指しています。 
そのため、人事制度においても、従業員一人ひとりが持つ夢を実現させ
る場を提供することで、個人の成長のバックアップを行っています。新
卒配属の１年後に所属部署の再確認を行う教育配属制度や、自分自
身の異動計画や基軸とする職種を決定する際の自己申告制度、将来
を担う若手社員を対象とした海外研修派遣制度などはそのひとつです。 

充実した人材育成プログラム 
入社から３年間を新入社員研修期間と位置づけ、将来のビジネスリー
ダー育成のためのスタート期間としています。その後、管理職に至るま
での各階層で、育成すべき人材像を明らかにし、体系化されたプログラ
ムのもと、必要な教育を継続的に実施しています。また、ムラタの持つ
要素技術ごとに世界一の技術を目指した社内講座や女性社員を対象
としたキャリアサポート、社員の持ち味を生かすマネジメント研修の実施
などを通して、人材の育成と職場の活性化に努めています。 




